ཀ）

ཀུན་འགྲོ་
sarvatraga
偏行　一切の心法に付随し相応して生起する諸心所omnipresent factor偏在する要素

へんぎょう　いっさい　しんぽう　　　　　　　そうおう　　　しょうき　　　　　　しんじょ
ཀུན་བཏགས་
parikalpita

遍計artificial/ imaginary紛いの/想像上の
へんげ
ཀུན་བཏགས་པའི་ཆོས་
parikalpitadharma
遍計所執法imaginary phenomenon想像上の現象

へんげしょしゅうほう
ཀུན་རྫོབ་ཏུ་ཡོད་པ་
saṃvṛtisat
世俗有conventional existence世間の存在

せぞくう
ཀུན་རྫོབ་བདེན་པ་
saṃvṛtisatya
世俗諦conventional truth/truth-for-a-concealer/obscured truth慣習的真実、
せぞくたい
隠匿のための真実/闇に包まれた真実
ཀུན་གཞི་
ālaya
収摂処、貯蔵処、阿頼耶basis-of-all全ての基盤　（→八識）

　　　　　　　　　　　　　　　　あらや
ཀུན་གཞིའི་རྣམ་ཤེས་
ālayavijñāna
阿頼耶識、蔵識　八識身の中、無覆無記の心王で習気を留蔵する

あらやしき　　　　ぞうしき　　　しきしん　　　　　むふくむき　　　　　しんおう　じっけ
mind-basis-of-all全ての基底たる心識、根本識

རྐྱེན
pratyaya
縁、外因condition原因条件

えん
རྐྱེན་འདི་པ་ཙམ་ཉིད་
idaṃpratyayatāこれを条件とすること（プラサンナパダーPoussin Text P.9）
これそのものに縁ることconditionality条件とすること
སྐྱེས་བུ་
puruṣha
人、士、生者creature/being/person生き物、人間
にん
ཁ）

ཁ་དོག་
varṇa
色、顕色color色
しき、けんじき
ཁམས་
dhātu
大、大種、界、元素constituent要素、成分

だい、だいしゅ、かい
ཁོང་ཁྲོ་
pratigha

忿怒、瞋恚anger怒り
ふんぬ、　しんに
ཁྲེལ་མེད་པ་
anapatrāpya
無耻、無愧　二十随煩悩の一non-embarrassment恥しらず

むち　　　　むぎ
ཁྲེལ་ཡོད་པ་
apatrāpya
愧（他人にも、世間にも羞ずべきこととして罪過を羞じる心）　十一善心所の一embarrassment気
ぎ、　　　　　　　　　　せけん、　　　　　　　　　　　　　　　　　ざいか、　　　　　　　　　　　　　　　ぜんしんじょ
恥ずかしさ

ཁྲོ་བ་
krodha
忿怒belligerence闘争性
ふんぬ
འཁོར་བ་
saṃsāra
生死、輪廻cyclic existence循環する生存
しょうじ、りんね
ག）
གང་ཟག་མ་ཡིན་པའི་ལྡན་མིན་འདུ་བྱེད་
*apudgalaviprayuktasaṃskāra
非人の不相応行Non-person compositional factor非人の組成要素

ひにん　　　ふそうおうぎょう
གྲོགས་ཀྱི་རྒྱུ་
－
助伴因、倶有因　六因（能作、倶有、同類、相応、遍行、異熟）の一
くういん　　　　いん　　のうさ、　くう、　　どうるい、そうおう、へんぎょう、いじゅく
accompanying cause付随因
དགག་པ་
pratiṣhedha
遮遣、破除　必ず直接自境を了知する心や自境を言説する声に依るべきであり、実際に自ら破除する所
しゃけん　　はじょ　　　　　　　　　　じきょう　りょうち　　　　　　　　じきょう　　ごんせつ　　しょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじょ
を否定するのは、了知を行っているものを以ってする。
　　　　　　　　　　　　　　　りょうち
例えば“無我”を了知するのに、将に“無我”の概念を現に起こそうとすれば、必ずその応に破分すべき概念
　　　　　　　むが　　　　りょうち　　　　　　　　　まさ　　むが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まさ
が現に起きることが有るべきである。
negation/negative phenomenon否定、否定的現象

དགག་བྱ་
pratiṣhedhya
所破　理知に分析排除される事物object of negation否定対象

しょは
དགའ་ལྡན་
tuṣhiṭa
喜足天、睹史多天、兜率天　六欲天の一Joyous Land喜びの世界

きそくてん　　としたてん　　　　とそつてん　　　　よくてん
དགྲ་བཅོམ་པ་
arhan
阿羅漢、応供、殺賊　四魔怨敵を完全に制伏したものFoe Destroyer敵・障害の破壊者

あらかん　　　おうぐ　　せつぞく　　しま　　おんてき
འགལ་བརྗོད་ཐལ་འགྱུར་
-

所詮（言ったことに）相違の（相反する）応成過失（過失の付随、帰謬の結論、プラサンガ）
しょせん　　　　　　　　　　　　そうい　　　　　　　　　　　おうじょうかしつ
contradictory consequence相反する帰結

འགྱོད་པ་
kaukṛtya
悪作　四不定、四異轉の一contrition悔恨

あくさ（おさ）　ふじょう、　　　いてん
འགྲོ་བ་
gati
趣、道、衆生、情世間migrator移動動物（輪廻する生き物）

しゅ　　どう　しゅじょう　じょうせけん
རྒོད་པ་
auddhatya
気ままに逸る心（貪瞋の対象を想い安静にできない心）、掉挙　二十随煩悩の一excitement興奮

じょうこ　　　　　　ずいぼんのう
རྒྱགས་པ་
mada
驕傲、憍　ニ十随煩悩の一haughtiness傲慢

きょう　　　　ずいぼんのう
རྒྱལ་བ་
jina
勝者、佛conqueror勝者
　　　　　　ぶつ
རྒྱུ་
hetu
因cause原因
いん
རྒྱུན། རྒྱུད་
saṃtāna
相続continuum連続体

そうぞく
རྒྱུན་དུ་འཇོག་པ་
saṃstāpanā
続住、等住　九住心の第二住心continuous setting継続安住
ぞくじゅう、とうじゅう　　　じゅうしん
སྒྱུ་
māyā
誑　二十随煩悩の一deceit欺き、偽り

おう　　　　　　ずいぼんのう
སྒྲིམ་སྟེ་འཇུག་པ་
balavāhana
強く引き入れるforcibly engaging強く惹き付ける

ང）

ང་
ahaṃ
我　I私

が
ངེས་དོན་
nītārtha
了義definitive明確な

りょうぎ
ངོ་བོ་ཉིད་ཀྱིས་གྲུབ་པ་
*svabhāvatāsiddhi
自性成就existence through its own entityness自体の存在性によっての存在

じしょうじょうじゅ
ངོ་བོ་ཉིད་སྐུ་
svabhāvikakāya
自性身　仏身の一。二種の清浄究竟法界を具足する身Nature Body

じしょうしん　　ぶっしん　　　　　　　　　しょうじょうくきょうほうかい　　ぐそく　　　　しん
ངོ་ཚ་མེད་པ་
āhrīkya
無慚　自ら耻を知らず、不善行を行っても憚る所が無い。二十随煩悩の一non-shame無恥

むざん　　　　　　　　　　　　　　　　ふぜんぎょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずいぼんのう
དངོས་མེད་
abhāva
無実、無性、無体　自相不成実、或いは功能や効用の無いものnon-thing事物の無いこと

むじつ　　むしょう　　むたい　　じそうふじょうじつ　　　　　　　　くのう
མངོན་པར་ཤེས་པ་
abhijñā
通、通慧、神通clairvoyance千里眼
つう、　つうね、　じんづう
མངོན་སུམ་
pratyakṣha
現前識　七種の心識の一direct perception/direct perceiver直接知覚

げんぜんしき　　　　　　　しんしき
མངོན་སུམ་དུ་རྟོགས་པ་
-
直接に理解することdirect cognition直接認識

ཆ）
ཆད་མཐའ་
uchchhedānta
断辺extreme of annihilation極端の全滅

だんへん
ཆོས་ཀྱི་སྐྱེ་མཆེད་པའི་གཟུགས་
dharmāyatanarūpa
法処所摂の色、意処の対境と成る色、例えば極微の塵や夢中に見える色

ほっしょしょしょう　　しき　いしょ　　たいきょう　　　　しき　　　　　　　ごくみ　　じん　　むちゅう　　　　　　しき
form for the mental consciousness心的意識対象となる形態

ཆོས་མངོན་པ་
abhidharma
対法、阿毘達磨Knowledge学問
たいほう　あびだつま
ཆོས་དབྱིངས་
dharmadhātu
法界、自性空である色等の五蘊element of [superior] qualities優良な性質をもつ要素
ほうかい　　じしょうくう　　　　　しき　　　　　うん
འཆབ་པ་
mrakṣha
覆　二十随煩悩の一concealment隠蔽

ふく　　　　　　ずいぼんのう
ཇ）
རྗེས་དཔག་
anumāna
比量　明らかな因由（根拠理由）が在って、関連を確立した後に、推理断定して立てられた宗

ひりょう　　　　　　　　　いんゆう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そう
（主張命題）或いは隠れているのを了知した事物。例えば煙や水鳥を因由として、火が有る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いんゆう
水が有ると推知すること

inference推理、推論

རྗེས་དཔག་ཚད་མ་
anumānapramāṇa
比量　ニ量の一。各自の所依である正因に依り、各自の所量となった隠れた事物に対して、新たに

ひりょう　　　りょう　　　　　　　　　　　しょえ　　　　　　しょういん　　　　　　　　　　　しょりょう
生起した真実に耽着する識

しょうき　　　　　　　　　たんじゃく　　　しき
inferential valid cognizer推理による妥当な認識

བརྗེད་ངས་པ་
muṣhitasmṛtitā
遺忘、失念　ニ十随煩悩の一forgetfulness健忘症、粗忽
　　　　　　しつねん　　　　ずいぼんのう
ཉ）

ཉན་ཐོས་
shrāvaka
声聞　仏弟子、三乗中の声聞乗の人Hearer聴聞者

しょうもん
ཉེ་བར་འཇོག་པ་－＞སེམས་གནས་（རིམ་པ་）དགུ་
upasthāpanā
近住　九住心の第四住心close setting近接して置かれたもの
こんじゅう　　　じゅうしん
ཉོན་སྒྲིབ་

kleshāvaraṇa
煩悩障afflictive obstruction苦悩をもたらす障害
ぼんのうしょう
ཉོན་མོངས་

klesha

煩悩、染汚、雑染、漏affliction苦悩
ぼんのう、ぜんま、　ぞうぜん、ろ
ཉོན་མོང་པའི་སྒྲིབ་པ་
kleshāvaraṇa
煩悩障obstructions to liberation/afflictive obstructions解放に至るまでの諸障害、苦痛たる諸障害

ぼんのうしょう
ཉོན་མོངས་ལྷན་སྐྱེས་
sahajaklesha
倶生起煩悩innate affliction先天的な苦悩

くしょうきぼんのう
ཉོན་ཡིད་

kliṣhṭamanas

染汚意　八識身の一afflicted mind苦しめられた心
ぜんまい　　　　　しきしん
མཉམ་བཞག་
samāhita
定、等引、平等住、根本定、三摩呬多　定を修する時、一心専注して、人法無我の空性に引生

じょう　とういん　　　　　　　　　　　　　　　　　さんまきた　　　じょう　しゅ　　　　　　　いっしんせんちゅう　　　にんほうむが　　　くうしょう
された禅定meditative equipoise瞑想的平衡

　　　　　ぜんじょう
སྙིང་རྗེ་－＞ཚམས་པའི་གནས་བཞི་
karuṇā
悲心、悲梵住（悲無量心）　四梵住（四無量心）の一compassion憐憫、同情
ひしん、　ひぼんじゅう（ひむりょうしん）　　　　ぼんじゅう（　　むりょうしん）
སྙིང་རྗེ་ཆེན་པོ་
mahākarṇā
大悲great compassion大いなる憐憫

だいひ
སྙོམས་འཇུག་

samāpatti

定、等至、三摩鉢底（meditative）absorption（瞑想的）精神集中
じょう、とうし、　さんまはってい
ཏ）

ཏིང་ངེ་འཛིན་
samādhi
定、等持、三摩地、三昧　観察された事や所縁において、一心安住し穏やかに定まり移ろわざる

じょう　　とうじ　　さんまじ　　さんまい　　　　　　　　　　　　　　しょえん　　　　　　　　いっしんあんじゅう
心所有法（心所）meditative stabilization瞑想的安定
しんしょうほう　　しんじょ
གཏི་མུག་མེད་པ་
amoha
無痴　十一善心所の一non-ignorance無知でないこと
むち　　　　　　　ぜんしんじょ
བཏགས་ཙམ་
prajñaptimātra
唯仮有、唯施設only imputed単に看做されたもの

ゆいけう　　　ゆいせせつ
བཏགས་ཡུལ་གྱི་སྟེང་ནས་གྲུབ་པ་
-
仮有の対境上の成就existence in the object designated命名対象での存在

けう　　　たいきょう　　　　じょうじゅ
བཏགས་ཡོད་
prajñaptisat
仮有　僅かに自境の名言と分別心を照了するだけで、安易に断定し有るとした事物。例えば時間、

けう　　　　　　　　　じきょう　みょうごん　ふんべつしん
補特伽羅等の不相応行や一切の遍計所執の事物imputedly existent看做された存在

ふどがら　　　　　　　　ふそうおうぎょう　いっさい　　へんげしょしゅう
བཏང་སྙོམས་
upekṣhā
捨　十一善心所の一（心身に損得利害がなく遠ざけたり会いたがったりしない）　四無量心（四梵
しゃ　　　　　　ぜんしんじょ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むりょうしん（　　ぼん
住）の一（親疎の思いがなく愛憎の心を捨てる）equanimity心の平静
じゅう）
རྟག་（པའི་）མཐའ་ 
shashvatānta
常辺、諸法の体自体に執着して実有とする見解extreme of permanence恒久不変であるとする

じょうへん
極端な見解

རྟེན་འབྱུང་
pratītyasamutpāda
縁起dependent-arising依存して生ずるもの

えんぎ
རྟོག་པ་
vitarka
尋、尋思　四種の異転心所の一。心識或いは智慧が所縁対境の生起について、その粗略な相状

じん　　じんし　　　　　　　いてん　しんじょ　　　　　しんしき　　　　　　　　　　しょえんたいきょう　しょうき
を曖昧に了知する心所。

　　　　　　　　　　　　　　　しんじょ
investigation調査

ལྟོས་ནས་གྲུབ་པ་
apekṣhyasamutpāda
観待成就、相互依存による成就existing in reliance/relative existence相関的存在

かんたいじょうじゅ
སྟོང་པ་ཉིད་
shūnyatā
空性、無自性性emptiness空

くうしょう、むじしょうしょう
ཐ）
ཐབས་
upāya
方便、儀軌method方法、手段

ほうべん　　ぎき
ཐར་པ་
vimokṣha/mokṣha
解脱liberation解放

げだつ
ཐལ་འགྱུར་
prasaṅga
応成（まさに成るべきこと）consequence当然の帰結

おうじょう
ཐེ་ཚོམ་
vichikitsā
疑　猶豫（躊躇、ためらい）　七種の心識の一、六種の根本煩悩の一doubt疑い、懐疑

ぎ　　　ゆうよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんしき　　　　　　　　　　こんぽんぼんのう
ཐོས་པ་
shruta
聞hearing聴取

もん
མཐའ་
anta
辺、辺際extreme極端

へん、へんさい
ད）
དད་པ་

shraddhā
信、信心、信仰、有徳有能で正浄な拠り所に対し生起した澄んで浄らかな認識と歓喜愛楽の心

しん　　しんじん　しんこう
faith信仰

དུལ་བ་བྱེད་པ་
damana
調伏、律、温和にすることdisciplining訓練

ちょうぶく　りつ
དེ་ཁོ་ན་ཉིད་དུ་གྲུབ་པ་
*tattvasiddhi
諦成就existence as [its own] suchness（自体の）本質としての存在

たいじょうじゅ
དོན་སྤྱི་
arthasāmānya
義共相　概念共相の一種、但だし思惟過程中に存在する増益部分、即ち心中に現出する外境

ぎぐうそう　　　　　　　ぐうそう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞうやく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げきょう
の形象、例えば思惟中所現の抽象の瓶

generic object/generic image/meaning-generality普遍対象、普遍形象、意味普遍性

དྲན་པ་
smṛti
念、憶念mindfullness心に留めること、忘れないこと

ねん　おくねん
དྲི་
gandha
嗅、香odor臭気、香り

　　　　こう
དྲོད་
uṣhmagata
暖　加行道四決擇分の一heat暖かさ
なん　けぎょうどう　　けっちゃくぶん
གདགས་གཞི་
-
設施処、施設器、命名処basis of designation命名の根拠
せつせしょ、　せせつき
གདགས་གཞིའི་གོ་ས་གནོན་པའི་ཚུལ་དུ་ཡོད་པ་
-
設施処の位置を掩蔽する仕方での存在existence in the manner of covering its basis of 

せつせしょ
designation命名根拠を隠蔽する仕方での存在

གདགས་གཞིའི་ངོས་ནས་གྲུབ་པ་
-
設施処成就existence from the side of the basis designation命名根拠の側からの存在

せつせしょじょうじゅ
གདགས་གཞིའི་སྟེང་ནས་གྲུབ་པ་
-
設施処上の成就existence right in the basis of designation命名根拠での正当な存在

せつせしょ　　　　　じょうじゅ
གདམས་ངག་བརྗེད་པ་
avavādasammoṣha
教えを忘れる、教誡の忘失forgetting the advice忠告助言を忘れること

བདག་མེད་རགས་པ་
－
粗大な無我coarse selflessness粗雑な自己不存在性
བདག་（ཏུ་）འཛིན་（པ་）
ātmagrāha
我執conception of self自己概念
がしゅう
བདེ་བ་
sukha
安楽、平安、安穏bliss幸福
འདུ་བྱེད་
saṃskāra
行、行蘊 ｆormatives, compositional favtor構成要素
ぎょう、ぎょううん
འདུ་བྱེད་པ་
abhisaṃskāra

有所為、能作、造作application適用
うしょい、　　　のうさ　　ぞうさ
འདུ་མི་བྱེད་པ་
anabhisaṃskāra
非能作non-application非適用

ひのうさ
འདུ་ཤེས་
saṃjñā
想　五遍行の一discrimination識別力

そう　　　　へんぎょう
འདུན་པ་
chanda

願望、欲aspiration熱望

　　　　　　よく
འདུལ་བ་
vinaya
律discipline戒律

りつ
འདུས་མ་བྱས་ཀྱི་ཆོས་
asaṃskṛtadharma
無為法　因縁による生起をしない種々の事物

むいほう　　　いんねん　　　　しょうき
non-produced phenomenon/uncompounded phenomenon作為されざる現象、合成されざる現象

འདོད་ཁམས་
kāmadhātu
欲界desire realm欲望の領域、欲界

よくかい
འདོད་ཆགས་
rāga
貪欲、愛染desire欲望

とんよく、あいぜん
རྡུལ་ཏུ་གྲུབ་པ་
-
微細な色法において成就した（微細なものとして成立した）established atomically原子状態で定
　　　　　　しきほう
着確立した

ལྡན་མིན་འདུ་བྱེད་
viprayuktasaṃskāra
不相応行　心法と同時ならず起き、プトガラや時間などのように、心と相応せず、ただそれぞれの時と場所に

ふそうおうぎょう　　しんぽう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そうおう
即して現起する造作non-associated compositional factor関連せざる構成要素
　　　　　　　　　　　　　ぞうさ
ལྡོག་ཁྱབ་
vyatirekavyāpti
異品周遍、異品遍無性　因の三相（遍是宗法性、同品定有性、異品遍無性）の一
いほんしゅうへん、いほんへんむしょう　いん　　　そう（へんぜしゅうほっしょう、どうほんじょううしょう、いほんへんむしょう）
counter-pervasion全てに亘って違うもの

སྡུག་བསྔལ་
duḥkha
苦pain/suffering苦痛、苦悩

く
ན）

རྣ་བའི་རྣམ་པར་ཤེས་པ་
shrotravijñāna
耳識（耳の行相における識）ear consciousness耳識

にしき　　　　　　ぎょうそう　　　　　　しき
རྣ་བའི་དབང་པོ་
shrotrendriya
耳根ear sense耳という感覚器官

にこん
རྣམ་པ་ཐམས་ཅད་མཁྱེན་པ་
sarvākārajñāna
一切種妙智、一切種智、仏智omniscience/exalted knower of all aspects全知、高貴なる全知者

いっさいしゅみょうち　　いっさいしゅち　ぶっち
རྣམ་པར་མི་རྟོག་པའི་ཡེ་ཤེས་
nirvikalpajñāna
無分別智　空性を了知する智non-conceptual wisdom概念分析しない智恵

རྣམ་པར་མི་འཚེ་བ་
avihiṃsā
不害　十一善心所の一non-harmfulness害を為さないこと

ふがい　　　　　　ぜんしんじょ
རྣམ་པར་འཚེ་བ་
vihiṃsā
損害　惨殺、放逐、鞭打など種々の傷害の行、ニ十随煩悩の一harmfulness有害
そんがい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎょう　　　　ずいぼんのう
རྣམ་པར་གཡེང་བ་
vikṣhepa
分別心の散逸、掉挙distraction注意散漫

ふんべつしん　さんいつ、じょうこ
རྣམ་པར་རིག་བྱེད་མ་ཡིན་པའི་གཟུགས་
avijñāptirūpa
無表色　自分が起こす動機で、ただ自分の意識では予め知り得るが、他人には明らかに見えない一種の

むひょうしき
仮設の色。例えば八解脱律儀、静慮律儀、無漏律儀、不律儀や中間善等の身語の戒律。

　　　　　　しき　　　　　　　　　げだつりつぎ　　　せいりょりつぎ　　むろりつぎ　　　　ふりつぎ　　　ちゅうげんぜん　　しんご　　かいりつ
non-revelatory form予め知られざる形体

རྣམ་སྨིན་རྣམ་ཤེས་
vipakavijñāna
異熟識fruition consciousness結実識

いじゅくしき
རྣལ་འབྱོར་བླ་མེད་ཀྱི་རྒྱུད་　＝རྣལ་འབྱོར་བླ་ན་མེད་པའི་རྒྱུད་
anuttarayogatantra
無上瑜伽タントラHighest Yoga Tantra無上瑜伽タントラ

むじょうゆが
སྣའི་རྣམ་ཤེས་
ghrāṇavijñāna
鼻識nose consciousness鼻識

びしき
སྣའི་དབང་པོ་
ghrāṇendriya
鼻根　臭覚器官、五根の一nose sense鼻の感覚器官

びこん　　　　　　　　　　　　　　こん
པ）

དཔྱད་སྒོམ་
-

観修、観察修analytical meditation分析的瞑想
かんしゅう、かんざつしゅう
དཔྱོད་པ་

vichāra、vicāra
観、伺、分析analysis分析
かん、　し
སྤྱི་མཚན་
sāmānyalakṣhaṇa
共相、抽象　外境本体の実際存在ではなく、ただ内心の思惟の仮設によって有るとする事物。

ぐうそう　　　　　　　げきょう
generally characterized phenomenon一般的特性を記述された現象

སྤྲུལ་སྐུ་
nirmāṇakāya
化身、変化身Emanation Body流出放射した身体

けしん、　へんげしん
སྤྲོས་པ་
prapañcha
戯論elaborations入念に作られたもの

けろん
ཕ）
ཕུང་པོ་

skandha

集積、積聚、蘊、陰（mental and physical）aggregate（s）心的と物質的との集積（物）
　　　　　　　　　　　うん、おん
གཟུགས་ཀྱི་ཕུང་པོ་
rūpa-skandha
色蘊aggregate of form形の集合
　　　　しきうん
ཚོར་བའི་ཕུང་པོ་
vedanā-skandha
受蘊aggregate of feeling感覚の集合
　　　　じゅうん
འདུ་ཤེས་ཀྱི་ཕུང་པོ་
samjñā-skandha
想蘊aggregate of discernment認識の集合
　　　　そううん
འདུ་བྱེད་ཀྱི་ཕུང་པོ་
saṃskāra-skandha
行蘊aggregate of mental formations心的形成物の集合
　　　　ぎょううん
རྣམ་ཤེས་ཀྱི་ཕུང་པོ་
vijñana-skandha
識蘊aggregate of consciousness意識の集合
　　　　しきうん
ཕྱིར་མི་འོང་
anāgāmin
不還　二十僧伽中の十種の不還位Never Returner不還

ふげん　　　　　　　そうぎゃ　　　　　　　　　ふげんい　　　　　　　　　　　　　　　　ふげん
ཕྱིར་འོང་/ལན་ཅིག་ཕྱིར་འོང་བ་
āgāmin/sakṛidāgāmin
二果、一来果、斯陀含　第六品の欲惑を永断した声聞乗の四果位の一

にか　　　いちらいか　　しだがん
Once Returner一度だけ戻る者

ཕྲག་དོག་
īrṣhyā
嫉、嫉妬　ニ十随煩悩の一jealousy嫉妬、妬み
しち　　　　　　　　　　　ずいぼんのう
འཕགས་པ་
ārya
聖、聖者　小乗で見道を証得し、大乗で初地を証得した以上の者Noble/Superior高貴、優秀な人

しょう　しょうじゃ　しょうじょう　けんどう　　　　　　　だいじょう　しょち
བ）

བག་མེད་པ་
pramāda
放逸non-conscientiousness不誠実性

ほういつ
བག་ཡོད་པ་
apramāda
不放逸conscientiousness良心的なこと、誠実性、慎重

ふほういつ
བར་དུ་ཆད་ཅིང་འཇུག་པ་ཡིད་ལ་བྱེད་པ་
sachchhidravāhanamanaskāra
間断動作が有る作意、思惟　四作意の一。九住心の中の第三安住、第四近住、第五調順、

　　　　　　　　　　　　　　さい　　　　　　　　　　　さい　　　　　　　　　じゅうしん　　　　　　　　あんじゅう　　　　　こんじゅう　　　　ちょうじゅん

第六寂静、第七最極寂静の、此の五段階の中で修習する定心は、常に昏沈と掉挙に間断され、

　　　　じゃくじょう　　　　　さいごくじゃくじょう　　　　　　　　　　　　　　　　しゅじゅう　　　じょうしん　　　　　　こんじん　じょうこ
持久することができない。

interruptedly mental engagement断続的な心的活動

བེམ་པོ་
kanthā　つぎあてした衣服
色法、物質、つぎあてした衣服matter物質、物体

しきほう
བྱ་རྒྱུད་

kriātantra

事部、事続Action Tantra所作タントラ
བྱང་ཆུབ་
bodhi
菩提、覚enlightenment悟り

ぼだい、　かく
བྱང་ཆུབ་ཀྱི་སེམས་
bodhichitta
菩提心　利他を為すのを縁と為し、菩提を証するのを相と為し、正等覚を成さんと希求する殊勝の欲望を

ぼだいしん　　りた　　　　　　　　　　　えん　　　　　　ぼだい　　　　　　　　　　　そう　　　　　　しょうとうかく
生起する、大乗道の主幹と為る特殊な心思。これは願菩提心と行菩提心とに分かれる。

しょうき　　　　　だいじょうどう　　　　　　　　　　　　　　　　しんし　　　　　　　がんぼだいしん　　ぎょうぼだいしん
mind of enlightenment菩提心
བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་
bodhisattva
菩薩、菩提薩埵、大乗有学道の補特伽羅（プトガラ）Bodhisattva菩薩
ぼさつ、　ぼだいさった、　　　だいじょううがくどう　　ふどがら
བྱམས་པ་
maitrī
慈、慈愍、仁愛　他人の安楽を願うことlove愛

じ
དབུ་མ་པ་
mādhyamika
中観派　仏教四派の一。常と断のニ辺の遠離と、ニ諦の双運を、主たる見解とする。

ちゅうがんは　　　　　　　　　　　　　　じょう　だん　　　へん　　おんり　　　　たい　　そううん
Mādhyamika中観派

དབེ་བ་ཅན་
sukhāvatī
極楽浄土Blissful Pure Land至福の純清な世界
ごくらくじょうど
འབྲས་བུ་
phala
果　因に生起された事物。例えば種子より生じた芽。fruit果実

か　　いん　　しょうき
སྦྱིན་པ་
dāna
布施giving施しをすること

ふせ
མ）
མ་ཆགས་པ་
alobha
無貪　十種善心所の一non-attachment愛着が無いこと

むとん　　　　　　　ぜんしんじょ
མ་དད་པ་
āshraddhya
不信　二十随煩悩の一。正浄処と諸善法に信解を起こさない、愚痴に所属する懈怠の本。

ふしん　　　　　　ずいぼんのう　　　　しょうじょうしょ　しょぜんぽう　しんげ　　　　　　　　　　　　ぐち　　　　　　　　　　　けたい
non-faith不信

མ་ཡིན་དགག་

paryudāsapratiṣhedha

非遮（否定の一種。「日中には食べない」とは、食事は否定しない） 
ひしゃ
affirming negation/affirming negative肯定的除外断定、肯定的除外命題
མ་རིག་པ་
avidyā
痴、無明　六根本煩悩の一ignorance無知
ち　　　むみょう　　　こんぽんぼんのう
མི་དགེ་བ་
akushala
不善non-virtuous不道徳

ふぜん
མི་ལྕོགས་མེད་
anāgamya
不能で無いnot unable出来なくは無い

ふのう
མི་རྟག་པ་
anitya
無常impermanent永続しない

むじょう
མིག་གི་ཁམས་
chakṣhurdhātu
眼界、眼識と眼根と眼の外境外塵である色との総称eye-constituent眼の構成要素

げんかい　げんしき　げんこん　　　　げきょう　げじん　　　　　しき
མིག་གི་སྐྱེ་མཆེད་
chakṣhurāyatana
眼処、内六処の一、眼識を生起し外境の色法の発祥の源に進入する処、亦た即ち眼根でもある。

げんしょ　ない　　しょ　　　　　げんしき　しょうき　　げきょう　　しきほう　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょ　　　　　　　　　げんこん
eye-source眼の拠り所

མིག་གི་རྣམ་ཤེས་ (མིག་ཤེས་དང་དོན་གཅིག་)
chakṣhurvijñāna
眼識、眼識と外境eye consciousness眼識

げんしき　げんしき　げきょう
མིང་ཙམ་དུ་ཡོད་པ་
-
有名無実にして徒にその名のみある存在nominal existence名のみの存在

མུ་སྟེགས་པ་
tīrthika
外道の徒Forder?　(Sans.=m. an adherent or head of any other than one’s own creed, Buddh.;

げどう　　　と
Jain.男性名詞。仏教或いはジャイナ教から見て、それ自体と異なる教義信条をもつ信者やその指導者)

མེད་དགག་
prasajyapratiṣhedha
無遮　遮遣の一種。自境を認識する心或いは自境を称述する声だけで、直接に自境の応に破分すべきを

むしゃ　　しゃけん　　　　　　　じきょう　　　　　　　　　　　　　　　　　じきょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じきょう　まさ
破除して認識を進行する。例えば「人無我」。「我」を破除する処に、その他の事物を引出しないのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にんむが　　　　　が
non-affirming negation/affirming negative否定確認的否定、確認的否定命題

མེད་པ་
asat
無　有の反。因明学の術語。正量が得ることの出来ないもので、知られる世界中に存在できないもの。

む　　　う　　はん　いんみょうがく　　　　　　しょうりょう
例えば兎の角、虚空の蓮華など。

non-existent非存在

མོས་པ
adimokṣha
信受、信解belief確信
しんじゅ、　しんげ
དམིགས་རྐྱེན་
ālambanapratyaya
所縁縁　四縁の一。心識に生成させ得る境相で、声、色等の外境に縁じて後に生起した心識を、各々の

しょえんえん　　　えん　　　　　しんしき　　　　　　　　　　　　きょうそう　　しょう　しき　　　　げきょう　　えん　　　　　　しょうき　　　しんしき
所縁縁と謂う。

しょえんえん
observed-object-condition観察された対象という原因条件

དམིགས་ཡུལ་/དམིགས་པ་
ālambana
所縁境、心識が向かう対境。所縁、境相　対境。目的。思考する事物object of observation観察対象

しょえんきょう　しんしき　　　　　たいきょう　しょえん　きょうそう　たいきょう
རྨུགས་པ་
styāna
惛沈lethargy無気力

こんじん
ཙ）

རྩེ་གཅིག་ཏུ་བྱེད་པ་
ekotīkaraṇa
一つの目的に集中すること、専住一境、第八住心

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんじゅういっきょう　　　　じゅうしん
making one-pointed一つの方向に向けさせること

རྩོལ་བ་
vyāyāma
努力exertion努力
བརྩོན་འགྲུས་
vīrya
精進、勤勉、努力　一切の善法に対し歓欣、喜悦、勇猛を生起し従事する心effort努力

しょうじん、　　　　　　　　　　　いっさい　　ぜんぽう　　　　　かんきん、きえつ、ゆうもう　　しょうき
ཚ）
ཚུ་རོལ་མཛེས་པ་
Chārvāka唯物論派の名、その教義はBārhaspatya-sūtraに具体的に表れる。
古インドの外道の一派、ローカーヤタ、チャールバーカ、順世外道Hedonist快楽主義者
　　　　　　　　　げどう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅんせいげどう
ཚུགས་ཐུབ་ཏུ་གྲུབ་པ་

-

①自ら成り立ち得るable to set itself upそれ自身で成立し得る
②自立成就existence able to set itself upそれ自身で成立し得る存在

　　じりつじょうじゅ
ཚོར་བ་
vedanā
受、触受の対境、苦や楽や苦でも楽でもない感受を生起し味わう心feeling感覚、感受性

じゅ　　そくじゅ　　たいきょう
ཞ）
ཞི་གནས་
shamatha
止、寂止、奢摩他calm abiding静穏が永続すること
し、　じゃくし、　しゃまた
ཞེ་སྡང་མེད་པ་
adveṣha
無瞋　十一善心所の一non-hatred嫌悪が無いこと

むしん　　　　　　ぜんしんじょ
ཞི་བར་བྱེད་པ་
shamana
寂静　第六住心pacifying静める

じゃくじょう　　　　じゅうしん
གཞན་གྲགས་ཀྱི་རྗེས་དཔག་
parasiddhānumāna
他称（中観応成派・中観帰謬派）の比量

たしょう　ちゅうがんおうじょうは　ちゅうがんきびゅうは　ひりょう
other-approved inference/other-renowned inference他者に認められた（名高い）ものの推論

གཞན་གྲགས་ཀྱི་རྟགས་
parasiddhaliṅga
他称（中観応成派・中観帰謬派）の因

たしょう　ちゅうがんおうじょうは　ちゅうがんきびゅうは　いん
other-approved reason/other-renowned reason他者に認められた（名高い）ものの理由

གཞན་གྲགས་ཀྱི་སྦྱོར་བ་
parasiddhaprayoga
他称（中観応成派・中観帰謬派）の道理（正確な論式）

たしょう　ちゅうがんおうじょうは　ちゅうがんきびゅうは　
other-approved syllogism/other-renowned syllogism他者に認められた（名高い）ものの演繹推論
གཞན་འགྱུར་
aniyata
不定、未決定changeable factor可変的要素
ふじょう
གཞན་འགྱུར་བཞི་
－

四不定、四異轉　五十一心所の一類で①睡眠②悪作（悔）③尋思④伺察

　　ふじょう、　　　いてん　　　　　　　　しんじょ　　　　　　　　　すいみん　あくさ　　　け　　　　じんし　　　しさつ
གཞན་དབང་
paratantra
依他起、依起

えたき　　　　えた
dependent phenomenon/other-powered依存して現象するもの、他を動力源とする

གཞི་གྲུབ་
*vastu
真実成就、成実、存在existent base存在するものの基底、事、事物、実体

しんじつじょうじゅ　じょうじつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
ཟ）
ཟག་བཅས་
sāsrava
有漏contaminated汚染された

うろ
ཟག་བཅས་ཀྱི་ལས་
sāsravakarma
有漏業contaminated action汚染された行為

うろごう
ཟག་པ་
āsrava
煩悩、漏contamination汚染

ぼんのう、ろ
གཟུགས་
rūpa
色、形態form形態

しき
གཟུགས་ཀྱི་སྐྱེ་མཆེད་
rūpayatana
色処　外六処の一、眼識所行の境、形色と顕色との所摂の一切の色form source形態の拠り所

しきしょ　　げ　　　しょ　　　げんしきしょぎょう　きょう　ぎょうしき　けんじき　　しょしょう　　　　　　　しき
གཟུགས་ཀྱི་ཁམས་
rūpadhātu
色・形態の種類、色界form-constituent形態の構成要素

しき　　　　　　　　　　　　　しきかい
གཟུགས་སྐུ་
rūpakāya
色身　有縁の福徳資糧の究竟円満によって、一切の浄と不浄の所化の衆生の面前に、利他の

しきしん　　うえん　　ふくとくしりょう　　くきょうえんまん　　　　　　　　いっさい　じょう　ふじょう　しょけ　　　しゅじょう　　　　　　　　りた　　　　
有貪の報身と無貪の化身の両類の身形を応現することForm Body色身

うどん　　　ほうしん　むどん　　けしん　　　　　　　　しんぎょう　おうげん
གཟུགས་ཁམས་
rūpadhātu
色界　須弥山の頂の上空中の、初禅から四禅天までに居住する天人は、光明の身体が輝き透明

しきかい　しゅみせん　　　　　　　　　　　　　　　しょぜん　　　　　ぜんてん
で素晴らしいが、欲界の貪は離れ色界の貪は未だ離れていないForm Realm色界

　　　　　　　　　　　　　　よくかい　　どん　　　　　しきかい　どん
གཟུགས་མེད་ཁམས་
ārūpyadhātu
無色界　空無辺処、識無辺処、無所有処、非想非非想処を包括する四定の諸天

むしきかい　　くうむへんしょ　　しきむへんしょ　　むしょうしょ　　　　ひそうひひそうしょ　　　　　　　　　　　　　じょう　しょてん
Formless Realm無色界
བཟོད་པ་
kṣhānti
忍　加行道四抉択分の一forbearance寛容、忍耐

にん　けぎょうどう　　けっちゃくぶん
འ)

འོག་མིན་
akaniṣhṭa
色究竟天　四禅天の最上の第八層、色界の最極勝処でこれ以上は無色界で住処がない。

しきくきょうてん　　　　ぜんてん　　　　　　　　　　　　　　しきかい　さいごくしょうしょ　　　　　　　　　　むしきかい　　じゅうしょ
Highest Pure Land最上浄土

ཡ）
ཡང་དག་པའི་ལྟ་བ་
samyakdṛṣhṭi
正見、八聖道（正見、正思、正語、正業、正命、正精進、正念、正定）の一correct view正しい
しょうけん、　しょうどう（　　けん、　　　し、　　　ご、　　　ごう、　　みょう、　　しょうじん、　　ねん、　　じょう）
見解
ཡང་དག་པར་གྲུབ་པ་
*samyaksiddhi
如実成就existence as [its own] reality（自体の）真実としての存在

にょじつじょうじゅ
ཡིད་ཀྱི་རྣམ་ཤེས་
manovijñāna
意識、第六識mental consciousness意識

いしき　　　　　　　しき
ཡུལ་
viṣhaya
外境　対境　有境或いは内心以外の根と識の所取で例えば色、香、触、法等の事物。

げきょう　たいきょう　うきょう　　　　　　　　　　　　　　　　こん　しき　しょしゅ　　　　　　　　しき　こう　しょく　ほう
object客体、対象

ཡུལ་གྱི་སྟེང་ནས་གྲུབ་པ་
-
外境上での成就objective existence客観的存在

げきょう　　　　　　じょうじゅ
ཡུལ་ངེས་
viniyata
別境　五別境、対境を分別決定する五心所（欲楽、勝解、念、定、慧）determining factor決定
べっきょう　　　　　　　　たいきょう　ふんべつけつじょう　　　　しんじょ（よくらく、しょうげ、ねん、じょう、え）
している要素

ཡོངས་སུ་འདྲིས་པ་
parichaya
熟練、熟知familiarity熟知

ཡོད་པ་
sat
有、実有existent存在するもの

う　　　じつう
གཡོ་
shāṭhya
諂　二十煩悩の一dissimulation偽装
てん　　　　　ぼんのう
ར）
རང་གི་མཚན་ཉིད་ཀྱིས་གྱུབ་པ་

svalakṣhaṇasiddhi
自相成就natural existence/existence by way of [the object’s] own character事物自体の特性の
じそうじょうじゅ
作用による存在

རང་རྒྱུད་ཀྱི་རྗེས་དཔག་
svatantrānumāna

自立論証｛自立（続）派の比量｝autonomous inference自立的推論
རང་རྒྱུད་ཀྱི་སྦྱོར་བ་
svatantraprayoga

自立論式｛自立（続）派の正確な論式｝autonomous syllogism自立的推論式
རང་ངོས་ནས་གྲུབ་པ་
*svarūpasiddhi
自宗成就existence from the object’s side対象側からの存在

じしゅうじょうじゅ
རང་དབང་དུ་གྲུབ་པ་
*svairīsiddhi
自由成就existence through its own power自体の能力によっての存在

じょうじゅ
རང་བཞིན་
prakṛiti
自性nature本来の性質

じしょう
རང་བཞིན་གྱི་མྱང་འདས་
*prakṛitiparinirvāṇa
自性涅槃　有情の相続する心の（自）性は、空にして真実は無いnatural nirvana本性涅槃
じしょうねはん
རང་བཞིན་གྱིས་གྲུབ་པ་
svabhāvasiddhi
自性成就inherent existence本質的存在

じしょうじょうじゅ
རིགས་
gortra
種族、種性（姓）lineage系統

　　　　　　しゅしょう
རེག་པ་
sparsha
触、接触contact接触
そく
ལ）

ལམ་
mārga
道path道

どう
ལས་

karma

業action行動、deed行為
ごう
ལས་ཀྱི་རླུང་ （or ལས་ཀྱི་རླུང་དམར་）
karma-vāyu
業風　業力所感の猛風、中陰の時に現れる恐怖の影像action energy-wind行為の勢力の風
ごうふう　　ごうりきしょかん　　　　　　　ちゅういん
ལུང་（དུ་）མ་བསྟན་（པ་）
avyākṛta
無記　その異熟について言えば、その異熟が善であるとも不善であるとも成せず、平等に取捨できる事物。

むき　　　　　　　いじゅく　　　　　　　　　　　　　　　　いじゅく
例えば一切の常法や、器世間や有情が具えている五種の根識など。

　　　　　　いっさい　じょうほう　　きせけん　　　うじょう　　　　　　　　　　　　　　　　こんしき
neutral（善悪）どちらでもない

ལུས་ཀྱི་དབང་པོ་
kāyendriya
身根、触覚器官body sense身体感覚
しんこん
ལེ་ལོ་
kausīdya
懈怠　ニ十随煩悩の一。世間の悪行に愛着し、善品法に懈惰して楽しまないこと。勤勉精進の

けたい　　　　　　ずいぼんのう　　　　せけん　　あくぎょう　　　　　　　ぜんほんほう　　けだ　　　　　　　　　　　　　　　　　ごんめんしょうじん
異品（反対概念）。

いほん
laziness怠惰

ལོངས་སྤྱོད་རྫོགས་པའི་སྐུ་ or ལོངས་སྐུ་
saṃbhogakāya
報身、受用身、円満受用身　佛身の一Complete Enjoyment Body完全な享受という身体、
ほうじん、じゅゆうしん、えんまんじゅゆうしん　ぶっしん
Enjoyment Body享受身
ཤ）
ཤེས། རྣམ་ཤེས་
jñā/vijñāna
識consciousness意識、知覚

しき
ཤེས་བྱ་
jñeya
所知　認識可能な外境object of knowledge智慧の対象

しょち　　　　　　　　　　　　　げきょう
ཤེས་བྱའི་སྒྲིབ་པ་
jñeyāvaraṇa
所知障obstructions to omniscience/obstructions to objects of knowledge一切智に至るまでの障害、

しょちしょう
諸対象智への障害

ཤེས་བཞིན་
samprajanya
正知　身心に於いて再三粗略に伺察するintrospection内観
しょうち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しさつ
ཤེས་བཞིན་མ་ཡིན་པ་
asaṃprajanya
不正知　二十随煩悩の一non-introspection内観しないこと

ふしょうち　　　　　　　ずいぼんのう
ཤེས་རབ་
prajñā
慧、智慧、般若　五別境の一。各自の対境所察の事物に縁じて、その本性、特性、自相、共相に

え　　　ちえ　　　はんにゃ　　　べつきょう　　　　　　　　たいきょう　しょさつ　　　　　　　えん　　　　　　　　　　　　　　　　　　じそう　　ぐうそう
対し、除去したり取得したり詳細に弁別する最勝の心所で、猶豫を除治する作用を具有するもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいしょう　しんじょ　　　ゆうよ　　じょち　　　　　　　　　　ぐゆう
knowledge/wisdom智慧

ས）
ས་
bhūmi
土、土地、地大　四大種と称する四種の元素中の地大種ground土、土地

　　　　　　　　　　じだい　　　だいしゅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じだいしゅ
སེམས་
chitta
心、意識mind心

しん　　いしき
སེམས་གནས་（རིམ་པ་）དགུ་
－

九住心　①内住②続住③安住④近住⑤調伏⑥寂静⑦最極寂静⑧専住一境⑨等持
くじゅうしん　　　　ない　　　　ぞく　　　　あん　　　　ごん　　　ちょうぶく　じゃくじょう　さいごく　　　　　せんじゅういっきょう　　とうじ
སེམས་པ་
chetanā
作思、造作思、思　五遍行の一。各自の対境に渉入し作意思惟する心所intention意思
さし　　　ぞうさし　　　し　　ごへんぎょう　　　　　　　　　　　たいきょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんじょ
སེམས་བྱུང་
chaitta
心所mental factor心的要素

しんじょ
སེམས་ཙམ་
chittamātra
唯識派Mind-only, Chittamātra唯識
ゆいしきは
སེར་སྣ་
mātsarya
慳、吝嗇　二十随煩悩の一miserlinessしみったれ、けち、欲深

けん　　　　　　　　　　　　ずいぼんのう
སོ་སོ་སྐྱེ་བོ་
pṛthagjana
凡夫、異生common being一般の人間
ぼんぷ、　いしょう
སོ་སོར་བརྟགས་འགོག་

pratisaṃkhyānirodha

択滅　三無為（択滅、非択滅、虚空）の一analytical cessation分析的思考による停止（断滅）
ちゃくめつ　　　むい　　　　　　　　ひちゃくめつ、こくう
སོ་སོར་བརྟགས་མིན་གྱི་འགོག་པ་
apratisaṃkhyānirodha
非択滅non-analytical cessation非分析的停止（断滅）

ひちゃくめつ
བསམ་གཏན་
dhyāna
定、禅那concentration精神集中
じょう、ぜんな
བསོད་ནམས་
puṇya
福徳、福沢、功徳merit功徳

ふくとく　　　　　　　　くどく
ཧ）
ལྷན་སྐྱེས་
sahaja
倶生、同時存在　ある一事物と同時発生或いは自然生成した別の一事物innate生得の、先天の

くしょう
ལྷན་ཅིག་བྱེད་རྐྱེན་
sahakāripratyaya
俱有縁cooperative condition協同的条件
くうえん
ལྷའི་རྣལ་འབྱོར་
*devayoga
諸天瑜伽deity yoga神のヨガ
しょてんゆが
（集合名辞）
ཁྲོ་བོ་བཅུ་གཅིག་

-
十一忿怒明王　The eleven wrathful ones
　　　　ふんぬみょうおう
①གནོད་མཛེས་
Sumbharāja
妙損明王

みょうそんみょうおう
②གཤིན་རྗེ་གཤེད་
Yamāntaka
閻羅敵、大威徳明王
えんらてき、　だいいとくみょうおう
③གཞན་གྱིས་མི་ཐུབ་པ་
Aparijita
無敵明王

むてきみょうおう
④རྟ་མགྲིན་
Hayagrīva
馬頭明王

ばとうみょうおう
⑤བདུད་རྩི་འཁྱིལ་བ་
Amṛitakundala
甘露漩明王

かんろせんみょうおう
⑥འདོད་རྒྱལ་
Takkirāja
大欲明王

たいよくみょうおう
⑦དབྱུག་སྔོན་ཅན་
Nīladanda
藍杖明王

らんじょうみょうおう
⑧སྟོབས་པོ་ཆེ་
Mahābala
大力明王

たいりきみょうおう
⑨མི་གཡོ་བ་
Acala
不動明王

ふどうみょうおう
⑩རྡོ་རྗེ་ས་འོག་
地下金剛明王

ちかこんごうみょうおう
⑪གཙུག་ཏོར་འཁོར་བསྒྱུར་
Uṣhnīṣhacakravartī
頂髻轉輪明王

ちょうけいてんりんみょうおう
རྒྱལ་ཆེན་རིགས་བཞི་
-
四大天王　The Four Classes of Great Kings
だいてんのう
①ཡུལ་འཁོར་སྲུང་
Dhṛitarāṣhtra
持國天王（東）

じこくてんのう
②སྤྱན་མི་བཟང་
Virupākṣha
廣目天王（西）

こうもくてんのう
③འཕགས་སྐྱེས་པོ་
Virūdhaka
増長天王（南）

ぞうちょうてんのう
④རྣམ་ཐོས་སྲས་
Vaishravana
多聞天王（北）

たもんてんのう
ཉེ་བའི་སྲས་ཆེན་བརྒྱད་
-
八大菩薩　The eight great, close sons
　　だいぼさつ
①འཇམ་དབྱངས་
Mañjushrī
文殊

もんじゅ
②ཕྱག་ན་རྡོ་རྗེ་
Vajrapāni
金剛手

こんごうしゅ
③སྤྱན་རས་གཟིགས་
Avalokiteshvara
觀世音

かんぜおん
1 ས་ཡི་སྙིང་པོ་
Kṣhitigarbha
地藏

じぞう
2 སྒྲིབ་པ་རྣམ་སེལ་
Nirvāranaviṣhkambī
除蓋障

じょがいしょう
⑥ནམ་མཁའི་སྙིང་པོ་
Akashagarbha
虚空藏

こくうぞう
⑦བྱམས་པ་
Maitreya
彌勒

みろく
⑧ཀུན་ཏུ་བཟང་པོ་
Samantabhadra
普賢

ふげん
རྣམ་ཤེས་ཚོགས་བརྒྱད་
-
八識　The eight-fold group of consciousness
しき
①མིག་གི་རྣམ་ཤེས་
chakṣhurvijñāna
眼識　eye consciousness
げんしき
②རྣ་བའི་རྣམ་ཤེས་
shrotravijñāna
耳識　ear consciousness
にしき
③སྣའི་རྣམ་ཤེས་
ghrāṇavijñāna
鼻識　nose consciousness
びしき
④ལྕེའི་རྣམ་ཤེས་
舌識　tongue consciousness
ぜつしき
⑤ལུས་ཀྱི་རྣམ་ཤེས་ (or ལུས་ཀྱི་རྣམ་པར་ཤེས་པ་)
kāyavijñāna
身識　body consciousness
しんしき
⑥ཡིད་ཀྱི་རྣམ་ཤེས་
manovijñāna
意識　mind consciousness
いしき
⑦ཉོན་ཡིད་ཀྱི་རྣམ་ཤེས་
末那識、染汚意　the afflicted mind consciousness
まなしき　　　ぜんまい
⑧ཀུན་གཞིའི་རྣམ་ཤེས་
阿頼耶識　the omni base consciousness
あらやしき
ཕྱོགས་སྐྱོང་བརྒྱད་ 　ཕྱོགས་སྐྱོང་བཅུ་ 　ཕྱོགས་སྐྱོང་བཅོ་ལྔ་
dikpala
八護方神　　十護方神　　十五護方神　Guardians of the Directions
　　ごほうじん
①དབང་པོ་
Indra
（東方）帝釋天

　　　　たいしゃくてん
②གཤིན་རྗེ་
Yamarāja
（南方）焰摩天

　　　　　　えんまてん
③ཆུ་བདག་
Varunapati
（西方）水天

　　　　　　すいてん
6 གནོད་སྦྱིན་
Vaishravana or Kuvera (or Yakṣha)
（北方）藥叉、夜叉

　　　やくしゃ、　やしゃ
⑤མེ་ལྷ་
Agnideva
（東南）火天

　　　　　　かてん
7 བདེན་བྲལ་
Nairṛtah　or Rākṣhasa
（西南）羅刹

　　　　　　らせつ
⑦རླུང་ལྷ་
Vayudeva
（西北）風天

　　　　　　ふうてん
⑧དབང་ལྡན་
Ishvani
（東北）自在天

　　　　　　　じざいてん
⑨ཚངས་པ་
Brahma
梵天

ぼんてん
⑩སའི་ལྷ་མོ་
Bhumipati
地母

じも
⑪ཉེ་དབང་
Viṣhnu
近釋天

ごんしゃくてん
⑫ཚོགས་བདག་
Gaṇapati　（or Gaṇesh, the son of Shiva）
象鼻天、大聖歓喜天
ぞうびてん、　だいしょうかんきてん
⑬ཉི་མ་
Surya
日天

にってん
⑭ཟླ་བ་
Candra
月天

がってん
⑮ཐག་བཟང་རིས་
-
浄心天

じょうしんてん
བྱམས་ཆོས་སྡེ་ལྔ།

-
慈氏五論 The Five Dharmas of Maitreya
じしごろん
1 མངོན་རྟོགས་རྒྱན།
Abhisamayālaṅkāra
現觀莊厳論

げんかんしょうごんろん
2 མདོ་སྡེ་རྒྱན།
Mahayāna-sūtralaṅkara
莊厳經論

しょうごんきょうろん
③རྒྱུད་བླ་མ།
Mahāyanottaratantra-shāstra
寶性論

ほうしょうろん
3 ཆོས་དང་ཆོས་ཉིད་རྣམ་འབྱེད།
Dharma-dharmatā-vibhaṅga
辨法法性論

べんぽうほっしょうろん
4 དབུས་མཐའ་རྣམ་འབྱེད།
Madhyānta-vibhaṅga
辨中邊論

べんちゅうへんろん
ཚམས་པའི་གནས་བཞི་
-
四梵住、四無量心

　　ぼんじゅう　　　むりょうしん
1 བྱམས་པ་
慈無量心

じむりょうしん
2 སྙིང་རྗེ་
悲無量心

ひむりょうしん
3 དགའ་བ་
喜無量心

きむりょうしん
4 བཏང་སྙོམས་
捨無量心

しゃむりょうしん
གཞུང་པོ་ལྔ།
-
五部大論　The five textual groups
　　ぶたいろん
①ཕར་ཕྱིན་
Prajñāpāramitā
般若

はんにゃ
②དབུ་མ་
Madhyamaka
中觀
ちゅうがん
③ཚད་མ་རྣམ་འགྲེལ་
Pramāṇavārttika
釋量　Valid Cognition
しゃくりょう
④འདུལ་བ་
Vinaya
戒律

かいりつ
5 མཛོད་
Abhidharmakoṣha
倶舎

くしゃ
ལྷ་ཆེན་བརྒྱད་

-
八大天　The eight great gods / devas
　　だいてん
①དབང་ཕྱུག་ཆེན་པོ་
Maheshvara
大自在天

だいじざいてん
②བརྒྱ་བྱིན་
Indra
帝釋天

たいしゃくてん
③ཚངས་པ་
Brahma
梵天

ぼんてん
④ཁྱབ་འཇུག་
Bhṛingiridhi
遍入天

へんにゅうてん
⑤འདོད་པའི་དབང་ཕྱུག་
Kameshvara
他化自在天

たけじざいてん
6 ཚོགས་བདག་
Gaṇapati　（or Gaṇesh, the son of Shiva）
象鼻天、大聖歓喜天
ぞうびてん、　だいしょうかんきてん
7 བྷྲིངྒི་རི་དྷི་
Bhṛingiridhi
卜加嘿帝、章格日帝
びんぎりでぃ
⑧གཞོན་ནུ་གདོང་དྲུག་
Kumāramukha
六面童天

ろくめんどうてん
ལྷ་སྲིན་སྡེ་བརྒྱད་

-
天龍八部　Eight classes of gods and spirits / demons
1 ལྷ་
devah (male)、devih（female）
天　gods
てん
②ཀླུ་
nāgas
龍

りゅう
2 གནོད་སྦྱིན་
yakṣha
藥叉、夜叉
やくしゃ、やしゃ
④དྲི་ཟ་
gandharva
尋香、乾闥婆
じんこう、けんだつば
⑤ལྷ་མིན་
asura
非天、阿脩（修）羅
ひてん、あしゅら
5 ནམ་ལྡིང་
garuda
金翅、迦樓羅　sky-soarer
きんし、　かるら
⑦མིའམ་ཅི་
kinnara
人非人、緊那羅
にんぴにん、きんなら
⑧ལྟོ་འཕྱེ་ཆེན་པོ་
mahoraga
大腹行、摩睺羅伽
だいふくぎょう、まごらか
